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ひ
が
し
あ
さ

か

や
ま

大
呼

東

浅
香
山
遺
跡

第
一δ
こ

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

大
阪
府
堺
市
東
浅
香
山
町
四
丁

一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
―

一
九
九
七
年
三
月

堺
市
教
育
委
員
会

白
神
典
之

。
池
峯
龍
彦

集
落
跡

・
自
然
流
路
跡

弥
生
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

東
浅
香
山
遺
跡
は
、
大
阪
市
と
の
境
界
に
近
い
堺
市
の
北
東
端
に
位
置
し
、

昭
和
三
〇
年
代
の
付
け
替
え
以
前
の
旧
光

竜

寺
川
の
南
北
に
走
る
谷
筋
と
、

こ
れ
に
続
く
東
西
の
丘
陵
都
に
ま
た
が
っ
て
立
地
し
て
い
る
。
塀
市
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、　
一
九
九
三
年
度
か
ら
九
七
年
度
ま
で
、
新
日
本
製
鉄
株

式
会
社
花
田
社
宅
跡
地
の
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
た
。　
一

九
九
六
年
度
調
査
の
Ｇ
十
三
調
査
地
区
の
東
端
に
お
い
て
、
旧
光
竜
寺
川
流
路

の
西
肩
付
近
に
形
成
さ
れ
た
、
直
径
約

一
一
ｍ
前
後
、
深
さ
約
二
ｍ
を
測
る
淵

状
遺
構
を
検
出
し
た
が
、
そ
の
最
下
層
の
暗
灰
色
粘
土
層
か
ら
塔
婆
類
が
ま
と

管を

累

筵
|



×
（梵
字
）

釈文の訂正と追加

ま
っ
て
出
土
し
た
。
今
回
追
加
報
告
す
る
塔
婆
は

一
点
で
、
本
誌
第
二
〇
号
で

計
工
点
を
紹
介
後
、
遺
物
整
理
の
過
程
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
潔

じ

×
⇔
∞
×
伽
　
ｏ
自

本
塔
婆
は
長
脚
五
輪
塔
形
の
板
塔
婆
の
地
輪
部
の
破
片
で
、
水
輪
部
以
上
及

び
地
輪
部
先
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
墨
書
は
表
面
の
み
に
認
め
ら
れ
る
が
、
全

般
的
に
遺
存
状
況
は
悪
く
、
墨
痕
の
盛
り
上
が
り
が
判
明
す
る
程
度
の
部
位
も

存
在
す
る
。
現
存
す
る
破
片
内
で
は
、
梵
字
三
行
×
八
段
Ｈ
二
四
字
、
漢
字
八

字
と
そ
の
左
右
の
小
書
部
分
が
残
存
す
る
が
、
本
来
は
欠
損
す
る
上
位
に
種
子

な
ど
の
梵
字
が
配
さ
れ
た
三
段
構
成
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ

の
内
容
は
、
上
段
は
欠
損
の
た
め
不
明
、
残
存
す
る
中
段
が
光
明
真
言

「ｏ
Ｂ

ω
３
ｏ
∞
ｒ
”
く
離
喝Ｏ
⇔
仲
β
”
Ｂ
ω
す
劇
ず
Ｆ
“
Ｓ

Ｂ
ω
ユ

〕
”
鱒
Ｂ
∞
イ
仲
Ｊ
お
」∞
く
ω

曇
ω
ヽ

旨
Ｂ
」
で
、
下
段
が

「誉
尊
妙
法
宣
□
□
也
」
と
推
定
さ
れ
る
。
中

段
の
梵
字
の
読
み
方
は
、
左
上
端
か
ら
始
ま
っ
て
右
に
読
み
進
み
、
以
下
各
段

と
も
順
次
左
か
ら
右
に
読
ん
で
い
き
、
最
後
は
文
末
記
号
の
右
下
端
で
読
み
終

え
る
。
下
段
の
漢
字
部
分
は
判
読
不
能
部
分
が
多
く
、
肝
心
の
紀
年
や
主
文
の

意
味
内
容
は
判
然
と
し
な
い
。

な
お
、
塔
婆
の
図
化
と
釈
読
は
嶋
谷
和
彦
が
行
な
っ
た
が
、
漠
字
部
分
に
つ

い
て
は
堺
市
博
物
館
矢
Ａ

一
磨
、
塀
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
青
木
未
地
子

の
両
氏
に
ご
助
言
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（嶋
谷
和
彦
）

長
岡
宮
跡
出
上
の
死
亡
人
帳

（漆
紙
文
書
）

長
岡
宮
第
三
四

一
次
調
査

（宮
東
辺
官
衛
・
春
宮
坊
跡
）
で
、
東

一
坊
大

路
西
側
溝
か
ら
、
漆
製
品

・
漆
の
固
ま
り

。
戸
主
名
を
記
し
た
漆
紙
文
書

断
簡
と
共
に
、
廷
暦
九
年

（七
九
〇
）
の
死
亡
人
帳
が
出
土
し
た

（調
査
地

の
概
要
は
本
誌
長
岡
宮
跡
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
死
亡
人
帳
は
、
二
種
の

紙
を
重
ね
て
四
つ
折
り
以
上
に
細
か
く
畳
ん
で
廃
棄
さ
れ
た
。
六
月
の
死

亡
人
を
記
す
五
片
、
計
九
行
が
確
認
さ
れ
る
が
、
接
合
し
て
い
な
い
。

（
１
）

×
□
延
暦
九
年
六
月
三
日
死
　
　
（
３
）

×
廷
暦
九
年
六
月
□
×

二
跡
肥
七
日
死
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

×
□
六
月
七
×

×
□
廷
暦
九
年
□
月
七
日
死
　
　
（
５
）

日
□

（誕
抹
秘
）

（
２
）

×
□
□

×
□
□
□
□
篤
女

（廷
）
暦
九
年
×

×
□
年
六
月
□
日
死

〔
人
ヵ
〕

秋
田
城
跡
出
土

の
死
亡
人
帳

（本
誌
二
一
〓
一頁
）
よ
り
五
〇
年
以
上
古

い
、
計
帳
枝
文
の
一
種
か
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
（清
水
み
き
）




